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多聞台団地再生計画 
 
 
1．再生計画の名称 

多聞台団地再生計画 
 
2．再生計画の作成主体の名称 

多聞台団地再生協議会  
 
3．再生計画の区域 

神戸市垂水区多聞台 1 丁目～5 丁目 
 
4．再生計画の目標 

4－1．地域の状況 

＜概況＞ 

・多聞台団地は昭和 30 年代に開発された住宅団地の一つである。開発面積は 45ha，開発主体は神戸

市（旧土木局）である。 
・昭和 39 年の入居開始より約 50 年が経過し，現在，住民の高齢化や住宅・施設の老朽化が進む中，

人口減少等に伴う地域活力の低下，コミュニティの弱体化，センター機能の衰退等が課題となってい

る。 
 

＜人口推移＞ 

・入居開始からおよそ 10 年後の昭和 50 年頃が人口のピークであり，7,300 人を超える。その後，急

速に減少し，現在は 4,000 人弱，ピーク時の半数近くとなっており，減少傾向が続いている。 
・一方，世帯分離，単身化等により，世帯数は昭和 50 年以降も増加しているが，世帯人員は一貫して

減少が続き，現在 2.0 人を割り込んでいる。また平成 12 年以降は世帯数全体も減少傾向にある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人口・世帯数の推移 （出所）国勢調査 
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＜少子高齢化の進展状況＞ 

・急速に高齢化が進行しており，年齢別人口のピークは 70 代である。65 歳以上の高齢者割合は 36％に

及んでいる。他方，年少人口は 10％を割り込んでいる。 
・団地内には昭和 40 年に開校した神戸市立多聞台小学校がある。ピーク時の在籍児童数は 1,353 人を

数えたが，その後，年々減少し，平成 25 年には 140 人となった。その後，平成 29 年度には全学年 1
クラス，計 169 名とやや回復したが，ピーク時の約 8 分の 1 にまで落ち込んでいる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

少子高齢化の推移 （出所）国勢調査 
 

＜住宅ストック＞ 

・戸建住宅 785 戸，UR 賃貸住宅 960 戸，市営住宅 99 戸，その他の集合住宅 346 戸，計 2,190 戸のス

トックがある。UR 賃貸住宅が約 4 割を占め，戸建住宅が 3 割，公的賃貸を除く集合住宅が 2 割弱

となっている。 
・建築年次は昭和 50 年以前が 4 割，昭和 51 年から平成 7 年が 3 割強，それ以降が 3 割弱である。

ただし地域によって差がみられ，多聞台 2・3 丁目に古い住宅が多く，多聞台 1 丁目が比較的新しい

住宅の多いエリアとなっている。 
・市営住宅は従来 384 戸であったが，平成 24 年に 99 戸に建替済みである。 
 

住宅形式別戸数（平成 29 年時点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜空地・空家の状況＞ 

・空地 36 件のうち 27 件は駐車場であり，9 件が未利用地となっている。 
・戸建住宅の空家は 27 戸あり，戸建の総住戸数の 3.4％を占める。そのほとんどが概ね適切に管理され

ており，放置された状態のものは見受けられない。 

戸建住宅 UR賃貸住宅 市営住宅
公的賃貸を除く

集合住宅
総数

多聞台1丁目 159 0 0 71 230
(69.1%) (0.0%) (0.0%) (30.9%) (100.0%)

多聞台2丁目 238 360 0 104 702
(33.9%) (51.3%) (0.0%) (14.8%) (100.0%)

多聞台3丁目 153 600 0 179 932
(16.4%) (64.4%) (0.0%) (19.2%) (100.0%)

多聞台4丁目 151 0 99 6 256
(59.0%) (0.0%) (38.7%) (2.3%) (100.0%)

多聞台5丁目 84 0 0 30 114
(73.7%) (0.0%) (0.0%) (26.3%) (100.0%)

全域 785 960 99 390 2234
(35.1%) (43.0%) (4.4%) (17.5%) (100.0%)
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・UR 賃貸住宅の空室率は約 1 割。市営住宅はほぼ入居されている状態。それぞれ管理者により空室管

理・入居者募集が行われている。 
 

＜生活関連施設の状況＞ 

・団地内の生活関連施設には以下のようなものがある。ただし団地内は全体に傾斜が多く，世帯によっ

ては徒歩での利用が困難な場合があるとみられる。 
・スーパーやコンビニエンスストアはなく，食料品等の日常的な買い物は団地内で充足しない状況にあ

る。なお，そうした状況を補うべく，住民主体による「朝市」が月 2 回開催されている。 
 

団地内の生活関連施設（平成 29 年時点） 

種別 件数 内容 
業務サービス 15 薬局，理美容室，畳店，電気工事，板金，不動産，銀行 
物販店 3 酒，米，雑貨店，中古車販売店 
飲食店 3 宅配寿司，お好み焼き，カフェ 
医療施設 5 歯科，内科 
介護サービス 2 訪問介護事業所等 

 

4－2．現状と課題 

・一人暮らしの高齢者が増加する一方，総人口は減少している。 
・全世帯アンケート調査（2014 年 5 月実施，回収数 884 票，回収率 43.7％）によれば，3 分の 1 の世

帯が何らかの住み替え意向を持っている。とりわけ若年層（20～40 代）における住み替え意向が高

い。少子・高齢化と人口減少は今後さらに加速する可能性が高く，多聞台小学校継続に必要な児童数

を確保する必要がある。 
・他方，現在の団地環境は，高齢層にとって暮らしやすい生活インフラを備えているとは言い難い。セ

ンター機能の低下（空店舗の増加）や団地内スーパーの撤退，傾斜の多い地形に由来する坂・階段の

多さは徒歩による日常生活の維持を困難にしている。また，団地センター（北）等の施設の老朽化が

進み，団地センター周辺についても現代のニーズにマッチしない状況となってきている。 
・地域再生の主要な課題は，第 1 に子育て世帯等の若年層の定住促進，第 2 に高齢層の生活支援機能の

充実，第 3 にコミュニティ機能の活性化である。この 3 点によって，団地内のコミュニティバランス

を回復し，定住人口の維持と安定した生活環境の維持を図ることが必要である。 
 

4－3．これまでの取り組み 

・2014 年 7 月に多聞台団地再生協議会を結成し，計 4 回の「多聞台の未来をみんなで一緒に考える会

（ワークショップ）」のもと，「地域再生計画（素案）」を作成した。その後，目標の具体化に向けた

ワーキンググループの立ち上げ，検討，実践を行っている。これまでの実績は以下のとおり。 
 
① 若年層の定住促進：UR 賃貸住宅のリフォームや割引制度の実施，「無印良品」と連携した団地リ

ノベーションプロジェクトが実施された。 
② コミュニティ機能の活性化：団地センター（北）の空室を活用したコミュニティカフェ「たもん・

センター・カフェ！」を 2016 年 11 月から試験的に開始した。カフェ空間のリノベーションにあ

たっては，専門家の協力のもと，地域の有志が DIY で実施した。現在，地域住民により週 3 日の

営業が行われており，2018 年度からはコミュニティカフェの本格的な運営を開始する予定である。
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また，同建物の元交通局詰所，集会所についても改修を予定している。 
③ コミュニティ機能の活性化：神戸市，UR 都市機構，地元 NPO と連携して，団地センター周辺の

再編に向けた検討をスタートさせた。周辺から団地センターへの人の流れを考慮した滞留スペー

ス，通路のあり方や，中心機能として必要な施設（例：イベントスペース，駐車場等）について

検討中である。 
④ 高齢者等の生活支援機能の充実：地域の買い物環境の改善に向けて，「コープこうべ」へ働きかけ，

2015 年 5 月から移動販売が継続的に実施されるようになった。また，「みんなの生活と交流サポ

ート」のしくみづくりに向けて，住民アンケート，サポーター・利用者の募集，サポーター向け

心得講座を実施した。2017 年 5 月より，試験運営として「家庭のごみ出し」をスタートさせた。 
⑤ これまでの団地再生協議会での議論・支援を受け，多聞台団地の中核的組織として，まちづくり

を効率的かつ永続的に推進し，まちの再生・活性化に寄与することを目的とした「NPO 法人ワト

ワーズ多聞台」が設立された。2017 年 7 月 23 日に設立総会を開催，9 月 4 日に設立登記が完了

した。 
⑥ 地域住民の主体的な学びの場として「まちの芽セミナー」を不定期に開催している。より活性化

したまちを目指し，まちづくりや高齢者福祉施設等，さまざまなテーマで合計 7 回開催した。 
 
4－4．計画の目標 

＜若年・子育て世帯の定住促進＞ 

・既存の住宅ストックの若年世帯仕様への転換，子育て支援等のソフト事業の充実，新規一戸建て住宅

街区の建設により，若年・子育て世帯の入居・定着を促し，若年層の継続的な流入とコミュニティバ

ランス持続の好循環をめざす。 
・現在 169 名（1 学年 1 クラス）の多聞台小学校の児童数を 200 人台に増加させ，教育環境の維持・安

定化を図る。 
・良好な空家，空室，未利用駐車場のストックを活用し，地域活性化のモデルケースとなる住み替え事

例を創出し，駐車場利用の合理化を図る。 
 
＜生活関連機能の向上と高齢層の生活支援機能の充実＞ 

・月 2 回開催されている「朝市」または週 1 回運行されている「コープこうべ」による移動販売の実施

頻度を上げること等により，買い物環境の改善を図る。 
・地域の自主運営によるコミュニティカフェの開催頻度・営業時間の拡大や事業規模の拡張を図る。 
・地域の自主運営による交流事業や交通の利便性を向上させることにより，高齢世帯を中心に外出機会

の増加を図る。 
・高齢層の暮らしの安定や地域内での住み替え等による居住の継続を支援する。 
・地域に開かれた，多世代が交流する空間を備えた高齢者福祉施設等を導入する。 
 

＜地区内外の人的交流の促進とコミュニティの活性化＞ 

・団地センター周辺へのアクセスを向上するため，既存の動線を補強・改善するとともに，新たに動線

を設ける。また，バスロータリーや公園を含め，中心エリアの総合的な利便性や魅力の向上を図る。 
・コミュニティカフェの継続的な運営をはじめ，地域内に誰もが気軽に利用・滞留・交流できる場を点

在させる。 
・「みんなの生活と交流サポート」のしくみを軌道に乗せ，持続的な地域の相互支援，共助・互助の関

係を醸成する。 
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・近隣の大学と連携し，研究・学習のフィールドとしての活用機会を提供する。研究成果とともに地域

情報を編集・発信し，地域の行事やコミュニティ活動への地区外からの参加者を確保する。 
 
5．地域再生を図るために行う事業 

5－1．全体の概要 

・市営住宅跡地における住宅街区整備により，子育て世帯を中心に若年層の定住を促進し，コミュニテ

ィバランスの是正とソーシャル・ミックスの実現を図る。 
・市営住宅跡地に地域の交流拠点を備えた高齢者福祉施設等の導入を図り，高齢層の暮らしの安定と地

域内での住み替え等による居住継続を支援する。 
・団地センター（北）にある集会所，集会所管理人室，元交通局詰所のリニューアル工事を行い，地域

NPO を中心としたコミュニティ活動の拠点を創出する。 
・団地センター（北）周辺の空間を活用し，地域の核としての機能確保と魅力向上を実現する。 
・地域交流や創造の場を整備し，活用を支援することにより，長期継続的に地域活動に参加する人材を

発掘・育成する。 
・地域 NPO が高齢者の生活支援に関する事業等，団地再生・活性化に向けた活動を行う。 
 
5－2．具体的な取り組み 

＜神戸市による取り組み＞ 

・市営住宅跡地における住宅街区の整備や高齢者福祉施設等の導入に向け，地域と協働で整備構想を検

討し，事業者へのヒアリングを実施しながら，整備方針を策定する。それに基づき，土地の売却条件

の設定や事業者の公募等，売却に向けた手続きを進める。 
・地域の中心機能の利便性や魅力の向上，コミュニティ活動の拠点整備に向け，地域の意向を踏まえ，

団地センター（北）にある集会所，集会所管理人室，元交通局詰所を老朽化・バリアフリー化対策の

観点で改修を行う。 
・中心エリアの総合的な利便性や魅力の向上を図るために，地域によるオープンスペースの活用状況等

を踏まえ，団地センター周辺の一体的な活用について，地域と協議を行い，その在り方について検討

する。 

・世帯数の半分を占める UR 賃貸住宅の活用により，高齢者の生活環境の向上，若年層の新規居住の促

進等に向けて UR 都市機構と協議を行う。 
・多聞台の魅力化を図るため、地域内に潜在する地域資源を掘り起こし、魅力づくりに効果的な活用策

を検討・実施する。また、その過程の中で住民自身が取り組みを継続・発展させていけるよう、人材

育成や仕組みづくりを行う。 
 

＜地域 NPO 法人ワトワーズ多聞台の活動＞ 

・地区内の高齢層が安心して居住継続ができるしくみづくりの一環として，NPO 法人ワトワーズ多聞

台が行っている「みんなの生活と交流サポート」を軌道に乗せ，買い物や外出，家事等の日常生活の

支援を提供する。さらには，そうした生活支援のニーズに留まらず，趣味や特技等も含め，サービス

の受け手がサービスの提供側になり得る機会を創出する。 
・NPO 法人の活動は，会員数を増やしながら，以下の分野で総合的なコミュニティ支援活動を担う。 
①高齢者の生活支援に関する事業 
②子育て支援・子どもの健全育成に関する事業 
③コミュニティの活性化に関する事業 
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④地域資源の保全・活用に関する事業 
⑤コミュニティ施設の運営，維持管理に関する事業 
⑥まちづくり，団地再生に関する調査研究・情報発信に関する事業 

・「コープこうべ」による移動販売の継続・事業拡大に向け，訪問日程やルートの見直し，利用促進策

の検討を行う。また，「朝市」においても実施主体である多聞台ふれあいのまちづくり協議会との連

携を深め，開催頻度を高める。 
 
6．計画期間 

再生計画策定の日から 10 年間 
 
7．目標の達成状況に係る評価に関する事項 

7－1．目標の達成状況に係る評価の手法 

・4 に示す再生計画の目標については，目標の達成状況に係る計画期間の中間年度及び計画年度終了後

に住民基本台帳や事業実施主体へのヒアリングにより，各目標に対する達成状況を適正に評価する。 
・進捗状況や成果に不十分な点等があった場合には，必要に応じて改善策の検討や計画の見直しを行う。 

 

7－2．目標の達成状況に係る評価の公表の手法 

・評価終了後，速やかに団地再生協議会で報告する。 
 


